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言
論
人
と
し
て
の
国
分
青
厓 

―
仙
台
進
取
社
時
代
を
中
心
に
― 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

千
葉 

有
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国
分
青
厓
（
一
八
五
七
‐
一
九
四
四
）、
名
は
高
胤
、
字
は
子
美
、
青
厓
は
そ

の
号
、
ま
た
太
白
山
人
と
称
す
。
通
称
豁
。
奥
州
仙
台
の
人
。
司
法
省
法
学
校

同
期
の
陸
羯
南
主
筆
の
新
聞
『
日
本
』
の
評
林
欄
に
時
事
を
諷
し
た
漢
詩
を
連

載
し
た
。
こ
の
為
、
同
紙
は
政
府
の
不
興
を
買
い
、
発
行
停
止
を
被
る
こ
と
数

十
回
に
及
ん
だ
が
、
青
厓
の
名
は
こ
の
「
評
林
」
詩
に
よ
っ
て
広
く
天
下
の
知

る
所
と
な
り
、
明
治
大
正
昭
和
の
三
代
に
亘
り
、
漢
詩
界
の
一
大
宗
と
し
て
著

れ
た
。
帝
国
芸
術
院
会
員
。
著
作
に
『
詩
董
孤
』
が
あ
る
。 

 

右
は
、
多
く
の
人
名
辞
典
が
記
載
す
る
所
の
青
厓
の
略
伝
で
あ
る
が
、
か
か

る
評
価
を
受
け
な
が
ら
先
行
研
究
は
ま
こ
と
に
寥
々
た
る
も
の
で
あ
り
、
僅
か

に
木
下
彪
氏
（
一
九
〇
二
―
一
九
九
九
、
元
宮
内
省
御
用
掛
・
岡
山
大
教
授
）

が
雑
誌
『
師
と
友
』
に
連
載
し
た
「
国
分
青
厓
と
明
治
大
正
昭
和
の
漢
詩
界
」

が
あ
る
の
み
で
あ
る
。 

 

本
発
表
は
国
分
青
厓
が
明
治
十
三
年
か
ら
十
五
年
頃
ま
で
関
係
し
て
い
た
民

権
結
社
仙
台
進
取
社
の
機
関
紙
『
進
取
雑
誌
』
に
発
表
し
た
論
文
「
制
法
論
」

を
は
じ
め
と
し
て
、
青
厓
が
関
係
し
た
新
聞
、
雑
誌
の
漢
詩
や
記
事
を
時
代
背

景
や
郷
土
史
の
研
究
成
果
に
留
意
し
つ
つ
、
年
代
順
に
追
っ
て
い
く
こ
と
で
、

そ
の
一
貫
し
た
言
論
の
姿
勢
を
見
出
し
、
漢
詩
人
と
し
て
で
は
な
く
、
言
論
人

と
し
て
の
国
分
青
厓
を
考
察
す
る
。 

    

『
管
子
』
八
類
の
「
管
子
解
」
類
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 

有
永 

真
瑞 

 

『
管
子
』
は
、
八
類
と
呼
称
さ
れ
る
「
經
言
、
外
言
、
内
言
、
短
語
、
区
言
、

雑
篇
、
管
子
解
、
管
子
軽
重
」
の
八
区
分
、
全
八
十
六
篇
か
ら
成
る
先
秦
諸
子

の
思
想
書
で
あ
る
。
春
秋
時
代
・
斉
の
管
仲
の
著
作
で
あ
る
と
伝
承
さ
れ
て
き

た
も
の
の
、
そ
の
内
容
が
管
仲
の
手
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と

は
唐
末
か
ら
宋
初
に
か
け
て
盛
ん
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
版
本
の
状

態
や
成
立
年
代
が
明
確
に
判
明
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、『
管
子
』
は
先
秦
諸

子
の
文
献
の
中
で
も
特
に
難
読
の
書
と
さ
れ
て
き
た
。 

そ
の
中
で
も
、
八
類
の
一
つ
で
あ
る
「
管
子
解
」
類
は
、
主
に
「
經
言
」
類



の
原
文
に
対
応
し
て
註
を
為
す
と
い
う
形
で
構
成
さ
れ
、
ひ
と
ま
ず
は
『
管
子
』

の
中
で
最
も
新
し
く
成
立
し
た
と
み
な
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
文

の
註
の
形
を
取
る
以
上
、「
管
子
解
」
類
成
立
当
時
に
『
管
子
』
を
理
解
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
な
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。 

そ
こ
で
、
本
発
表
で
は
、
八
類
の
中
の
「
管
子
解
」
類
を
主
題
と
し
て
検
討

す
る
。
た
と
え
現
在
の
『
管
子
』
が
前
漢
当
時
の
『
管
子
』
か
ら
そ
の
文
体
や

内
容
が
変
化
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
変
わ
っ
て
い
た
と
し
て

も
、
そ
の
思
想
を
把
握
す
る
こ
と
で
、『
管
子
』
の
思
想
を
「
管
子
解
」
類
が
ど

う
捉
え
て
い
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

              

〈
研
究
発
表
〉
第
Ⅱ
会
場 

小
説
『
そ
れ
か
ら
』
と
映
画
『
そ
れ
か
ら
』
（
１
９
８
５
）

の
比
較
―
作
品
を
翻
案
す
る
と
い
う
こ
と
― 

 
 

 

郡 

裕
子 

 

漱
石
作
品
は
死
後
百
年
経
っ
た
今
で
も
愛
読
さ
れ
親
し
ま
れ
、
既
に
数
多
く
論

じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
研
究
論
文
な
ど
活
字
媒
体
の
も
の
に
留
ま
ら
ず
、
小

説
を
映
像
化
し
た
作
品
も
監
督
に
よ
る
解
釈
の
表
現
だ
と
捉
え
ら
れ
る
。 

 

本
発
表
で
扱
う
主
演
松
田
優
作
、
監
督
森
田
芳
光
の
『
そ
れ
か
ら
』（
１
９
８

５
）
で
は
代
助
と
三
千
代
の
恋
愛
に
主
軸
を
置
い
て
描
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
そ
れ
は
作
中
で
流
れ
る
こ
と
が
少
な
い
音
楽
の
使
い
方
や
、
小
説
と
は
違

う
描
写
な
ど
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
小
説
『
そ
れ
か
ら
』
は
恋

愛
小
説
と
し
て
読
む
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
か
。
小
説
『
そ
れ
か
ら
』
と
映
画
『
そ

れ
か
ら
』
で
は
媒
体
に
よ
る
表
現
の
違
い
は
も
ち
ろ
ん
、
時
代
の
隔
た
り
も
大

き
く
世
の
中
の
価
値
観
も
違
う
。
作
品
が
別
媒
体
・
別
言
語
に
翻
訳
・
翻
案
さ

れ
た
時
に
こ
そ
そ
の
違
い
が
明
ら
か
に
な
り
、
ま
た
、
普
遍
的
な
も
の
や
求
め

ら
れ
て
い
る
も
の
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

今
回
は
小
説
『
そ
れ
か
ら
』
が
映
画
『
そ
れ
か
ら
』
で
は
ど
う
翻
案
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
を
論
じ
た
う
え
で
、
翻
案
を
考
察
し



て
論
じ
る
意
義
を
提
示
し
た
い
。 

    

坂
口
安
吾
『
明
治
開
化
安
吾
捕
物
帖
』
論 

―
「
謎
解
き
ゲ
ー
ム
」
の
形
式
性
と
歴
史
の
固
有
性
― 

 
 

 

楢
山 

麗 

 

『
明
治
開
化
安
吾
捕
物
帖
』
は
、
一
九
五
〇
年
十
月
か
ら
一
九
五
二
年
八
月
ま

で
に
わ
た
り
「
小
説
新
潮
」
に
て
連
載
さ
れ
た
。『
明
治
開
化
安
吾
捕
物
帖
』
に

て
取
り
上
げ
ら
れ
る
時
代
は
明
治
十
八
、
九
年
の
開
化
期
。
安
吾
が
「
勝
夢
酔
」

に
て
「
維
新
後
の
三
十
年
ぐ
ら
い
と
、
今
後
の
敗
戦
後
の
七
年
と
は
甚
だ
似
て

い
る
よ
う
だ
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
先
行
研
究
で
は
文
明
批
評
的
な
性

格
に
重
点
を
置
い
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
一
方
で
安
吾
は
『
私
の
探
偵
小
説
論
』

に
て
「
私
は
探
偵
小
説
を
ゲ
ー
ム
と
解
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
た
め
、
形

式
面
か
ら
「
謎
解
き
ゲ
ー
ム
」
と
し
て
の
『
明
治
開
化
安
吾
捕
物
帖
』
を
捉
え

る
必
要
も
あ
る
と
考
え
る
。
物
語
の
形
式
は
最
後
ま
で
同
じ
も
の
が
保
た
れ
ず
、

話
数
が
進
む
に
つ
れ
変
化
し
て
い
く
。
安
吾
の
他
作
品
に
も
共
通
性
が
見
ら
れ

る
か
確
認
し
つ
つ
、
二
年
の
連
載
期
間
中
に
起
こ
っ
た
変
化
、
そ
の
理
由
に
迫

る
。 

 

こ
れ
ま
で
『
明
治
開
化
安
吾
捕
物
帖
』
が
受
け
た
評
価
は
あ
ま
り
高
い
も
の

で
は
な
く
、
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
は
な
か
っ
た
。
本
発
表
で
は
先
行
研
究

の
文
明
批
評
的
な
性
格
に
形
式
面
で
の
考
察
も
加
え
、
本
作
が
取
り
上
げ
て
い

る
時
代
の
固
有
性
と
の
関
わ
り
を
と
ら
え
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。 

    

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
「
攻
略
」
概
念
の
再
構
成 

―
『
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
イ
タ
ー
』
シ
リ
ー
ズ
を
題
材
に
―  

 
 
 
 
 

 
 

 

柴
田 

拓
樹 

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ゲ
ー
ム
を
め
ぐ
る
近
年
の
動
向
の
な
か
で
も
、
昨
今
、
盛
ん

に
言
及
さ
れ
る
の
が
「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
登
場

し
て
以
来
、
ゲ
ー
ム
を
競
技
と
し
て
対
戦
す
る
そ
れ
は
、
本
来
な
ら
「
ス
ポ
ー

ツ
」
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
既
存
の
ス
ポ
ー
ツ
を
模
し
な
が
ら
独
自
の

発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
そ
し
て
二
〇
二
二
年
の
ア
ジ
ア
競
技
大
会
で
は
、
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
の
正
式
種
目
化
が
決
定
し
て
い
る
。 

近
年
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
プ
ロ
ゲ
ー
マ
ー
は
日
本
で
も
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
彼



ら
が
し
ば
し
ば
口
に
す
る
言
葉
に
「
攻
略
」
が
あ
る
。
む
ろ
ん
、
攻
略
本
や
攻

略
サ
イ
ト
な
ど
の
形
態
で
、
特
定
の
ゲ
ー
ム
の
攻
略
情
報
を
記
載
し
た
媒
体
は

い
つ
の
時
代
に
も
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
前
提
と
な
る
既
存
の

「
攻
略
」
イ
メ
ー
ジ
と
比
し
た
と
き
に
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
プ
ロ
ゲ
ー
マ
ー
た
ち

は
従
来
と
は
異
な
る
か
た
ち
で
当
該
概
念
に
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

本
発
表
で
は
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
多
様
な
種
目
の
な
か
で
も
、
と
く
に
対
戦
格
闘

ゲ
ー
ム
の
「
攻
略
」
過
程
を
た
ど
り
な
が
ら
、
ま
た
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
マ
ク
ル

ー
ハ
ン
や
加
藤
博
康
ら
の
言
説
を
援
用
し
な
が
ら
、
い
か
に
攻
略
サ
イ
ト
や
配

信
動
画
に
よ
っ
て
ゲ
ー
ム
を
め
ぐ
る
「
状
況
」
が
再
構
成
さ
れ
、
そ
れ
が
い
か

に
し
て
「
攻
略
」
概
念
の
変
容
を
惹
起
し
つ
つ
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。 

             

〈
講
演
〉
第
Ⅰ
会
場 

絵
の
な
か
の
桃
源
郷 

―
陶
淵
明
か
ら
近
代
日
本
へ 

 

芳
賀 

徹 

氏 

〔
講
師
紹
介
〕 

芳
賀 

徹
（
は
が 

と
お
る
） 

一
九
三
一
年
生
ま
れ
。
東
京
大
学
教
養
学
部
教
養
学
科
卒
、
同
大
学
大
学
院

人
文
科
学
研
究
科
比
較
文
学
比
較
文
化
専
攻
博
士
課
程
修
了
。
文
学
博
士
（
東

京
大
学
）。
東
京
大
学
教
養
学
部
教
授
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
客
員
研
究
員
、
国

際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
学
長
、
岡
崎
市
美
術

博
物
館
、
静
岡
県
立
美
術
館
の
館
長
な
ど
を
経
て
、
現
在
は
国
際
日
本
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
名
誉
教
授
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
。
専
門
は
比
較
文
学
。 

主
な
著
書
に 

『
大
君
の
使
節
―
―
幕
末
日
本
人
の
西
欧
体
験
』
中
公
新
書
、
一
九
六
八
年 

『
渡
辺
崋
山
―
―
優
し
い
旅
び
と
』
淡
交
社
、
一
九
七
四
年
（
朝
日
選
書
、
一

九
八
六
年
） 

『
明
治
維
新
と
日
本
人
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
八
〇
年 

『
み
だ
れ
髪
の
系
譜
』
美
術
公
論
社
、
一
九
八
一
年
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一



九
八
八
年
） 

『
平
賀
源
内
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
一
年
（
朝
日
選
書
、
一
九
八
九
年
）
サ

ン
ト
リ
ー
学
芸
賞 

『
絵
画
の
領
分
―
―
近
代
日
本
比
較
文
化
史
研
究
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
四

年
（
朝
日
選
書
、
一
九
九
〇
年
）
大
佛
次
郎
賞 

『
与
謝
蕪
村
の
小
さ
な
世
界
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
六
年
（
中
公
文
庫
、
一

九
八
八
年
） 

『
詩
の
国 

詩
人
の
国
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
七
年 

『
詩
歌
の
森
へ
―
―
日
本
詩
へ
の
い
ざ
な
い
』
中
公
新
書
、
二
〇
〇
二
年 

『
藝
術
の
国
日
本
―
―
画
文
交
響
』
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
〇
年 

蓮
如
賞 

『
文
明
と
し
て
の
徳
川
日
本
―
―
一
六
〇
三
―
一
八
五
三
年
』
筑
摩
書
房
、
二

〇
一
七
年 

日
本
芸
術
院
賞
・
恩
賜
賞 

な
ど
多
数
。 


